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変わっていく行政サービスのあり方  ― 日本の労働人口の49％が人工知能やロボットで代替可能に ― 

問合せ先　アシタのたかはま研究所（□市総合政策グループ内）　☎52－1111（内線332）

アシタのたかはま研究所からの研究レポート Final
『アシタのたかはま研究所からの研究レポート』では、高浜市の現状や将来の姿についてお伝えして

いきます。

㈱野村総合研究所、英オックスフォード大学 マイケルＡ.オズボーン准教授、カール・ベネディクト・フレイ
博士の共同研究より、国内601種類の職業について、それぞれ人工知能やロボットなどで代替される確率が試
算され、10～20年後に日本の労働人口の約49％が就いている職業が、それらに代替されると発表されていま
す。市町村の行政事務員も人工知能やロボットなどによる代替可能性が高い100種の職業に含まれています。
また、今年1月から運用がスタートしたマイナンバー制
度。今後は、インターネット上で個人情報のやりとりの記
録が確認できる「マイポータル」など、マイナンバーがよ
り普及していくことで、行政サービスはもっと便利になる
ことが見込まれています。「住民票や税証明などの各種証
明は不要になる」、「各種給付・医療手続きはＷｅｂで申
請可能になる」、「必要な人に必要な時期に行政からの通
知サービスがされる」など行政サービスの姿が変化してく
ると、将来は市役所に来る必要がなくなるかもしれません。

もっと便利になっていく時代の中で、変わらず “高浜らしく” あるために・・・
『アシタのたかはま研究所からの研究レポート』では、平成27年4月に発行した「アシタのたかはま研究所
レポート」から「人口の未来」や「高浜市を取り巻く状況」などを抜粋して掲載してきました。
「アシタのたかはま研究レポート」は、高浜市の将来人口推計をベースに、高浜市が20年後どのようなまち
へと変わっていくのか、高浜市を取り巻く社会情勢はどのように変わっていくのかをさまざまな資料やデータを
もとにとりまとめ、将来の行政サービスのあり方を考えていくための糸口を示すものです。
少子化・超高齢社会の到来や機械化・ＩＣＴ化の進展など避けることができない未来へ今を生きる私たちがで
きることは何でしょうか。

For the Next

私たちが、子どもたちに残せるモノは、“便利な社会”だけではなく、きれいな“市役所”や“公民館”・“図書館”でもあり
ません。
私たちが、子どもたちに残したいモノは、今まで引き継がれてきた高浜市の“伝統”や“文化” 、人と人との“つながり”。
本当に必要なモノは、「いつまでも住み続けたい」と感じられる『大家族たかはま』がこれからも続いていくことです。

≪アシタのたかはま研究所 研究レポートは、市公式ホームページで公開しています。≫

20年後に残ると推測される行政サービス
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市では、平成21年度から公共施設の老朽化問
題が喫緊の課題ととらえ、公共施設のあり方検
討に取り組んできました。昨年11月からは新庁
舎の建設工事なども始まり、高浜市を次世代へ
つなぐための具体的な一歩を踏み出しています。
市民の皆さんと現状・課題を共有し、ともに

知恵と工夫を出し合って、この問題に向き合っ
ていくため、今回は11月から５つの小学校区で
開催しました「高浜市の公共施設のあり方を考
える市民説明会」のアンケートの結果について
紹介します。

■「高浜市の公共施設のあり方を考える市民説明会」のアンケート結果（５小学校区集計）

◆公共施設のあり方検討に関する詳しい内容は、市公式ホームページのトップバナー「公共施設マネジメント」をクリック！
連載は今回でいったん終了します。4月以降も進捗状況などについて随時お知らせしていきます。

「市民説明会アンケート結果の概要」

公共施設の
あり方を考える
─ 高浜市を次世代へ

つなぐために ─

問合せ先　□市行政グループ　☎52－1111（内線351）

連載
第8回

参加者数集計一覧表（うちアンケート有効回答数317人）
今後、高浜市では公共施設の複合化や集約化を図り、「学校」を
地域コミュニティの拠点とした、新たなまちづくりを進めていき
たいと考えています。そのことに対してあなたはどう思いますか。
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学校施設への複合化や
集約化を図るべき

68%

アンケートにはこんな質問が寄せられました（一部抜粋）

（１）公共施設のあり方に関する質問
個々の問題点があると思いますが、施設更新についての見とおしがよくわかりました。施設の集
約後の利用はどのようになるのですか。
複合化・集約化後の運営については、学校関係者、利用者団体などと意見交換をして検討してい
きます。

（２）学校施設への複合化・集約化に関する質問
学校関係者の負担が大きくなるのではと不安です。子どもが安全・安心に教育を受けられるのか
心配です。
学校を小学校区の住民が集う「地域のコミュニティ拠点」と位置づけ、地域の方の見守りの中で
子どもたちの成長を育んでいきます。また、複合化により学校関係者の負担が大きくならないよ
う、セキュリティ確保を第一に考えていきます。

（３）中央公民館に関する質問
中央公民館の廃止を計画に位置づけたのは、利用者が少なくて、維持費と収入が合ってないから
ですか。
中央公民館は、建築後３５年を経過し、大規模改修の時期を迎えており、継続使用するためには、
多額の改修費が必要な状況です。また、ホールの利用については、３００席以上の利用は年間３０
回程です。利用している方には不便をおかけしますが、持続可能な財政運営を第一に考え、機能
を高浜小学校体育館へ移転することを考えています。

開催日 学区

１２月１６日

１１月１８日

１２月 ２日

１１月 ４日

吉浜小学校区

高浜小学校区

翼小学校区

高取小学校区

港小学校区

合計

１２２人

１０３人

１４０人

１月１４日

参加者数

１３７人

９１人

５９３人


